
 

 

タンザニアの季節について 

Hamjambo？ 

タンザニアには日本のように四季（春夏秋冬）はありませんが、大きく分け

て乾季（かんき）と雨季（うき）の２つの季節があります。 

乾季は１月から３月、６月から１０月です。私がタンザニアに来た１月～３月

くらいは、太陽の日差しが強く、空気も乾燥していてからっとした日が続いてい

ました。日中は、ずっと汗が吹き出し、一気に日焼けしました。けれど、気温は

日本の夏の最高気温に比べると低いです。暑いですが外にずっといられない

くらい暑いということはなかったので少し意外でした。（気温はだいだい２６度

から３３度くらいです。）タンザニアの人によると、６月から７月は Baridi na 

upepo ukali（寒く風が強い）季節で、８月から１０月ころが１年で１番暑い、

Jua kali(太陽が強い)季節なのだそうです。 

そして３月後半から６月の初めにかけて雨季でした。雨季といっても、日本

の梅雨のようにずっと雨が降り続いてじめじめした感じはなく、突然ドバーっと

強い雨が降り、２０分から３０分くらいでやんでまたからっと晴れるというのを

１日に２回くらい（多いときは５回）繰り返すといった感じでした。ただ雨季に

なると、電気や水が止まったり、道が泥水であふれて歩くことができなかった

りと大変なことも多かったです。 

これから、タンザニアでいう冬？寒い時期に入るので、どきどきしています。

みんなも体に気をつけてくださいね！ 

Tutaonana tena！ 
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日本のうろこ雲のような雲が！ 

雨季の終わりを告げてくれるような雲でした。 

今回は季節の話をしたので、天気に関するスワヒリ語を紹介します！ぜひ、おうちの

人に言ってみてください！ 

1. Jua kali（ジュア カリ）：太陽が強い 

2. Joto sana（ジョト サナ）:とても暑い 

3. Baridi（バリディ）：寒い 

4. Upepo ukali（ウペポ ウカリ）：風が強い 

5. Mvua（ムヴア）：雨 

6. Mawingu (マウィング)：くもり 

とても大きな虹が！虹も「雨季の終わりに見え

るんだよ」と教えてもらいました。 

雨がすごい勢いで降り、校庭は池のよ

うになってしまいました。そんな中でも、教

室に行くためにバシャバシャと水の中を

歩いて行きます。 

スワヒリ語 第３弾！ 


